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1. Issue of Marine Litters in Japan 
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１．海洋ごみの概要 

想定される被害 
 

・生態系を含めた海洋環境の悪化  ・船舶航行への障害 

・観光・漁業への悪影響        ・沿岸域居住環境の劣化 



第三分枝 

長江希釈水 

１．海洋ごみの概要 
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日本近海の海流と季節風 



１．海洋ごみの概要 

ポリタンク 

海外由来と思われる漂着物（韓国・中国語標記） 

漁具（浮き） 

・強い酸などが入って 
 いることがあり、 
 回収・処理に危険が 
 伴う 

・有毒な鉛が塗料に含まれている事がある。 

ペットボトル 

・世界中で普及しており、陸上で 
 ポイ捨てされたものが河川など 
 を通じて海に流出する。 
・日本由来のものも存在する。 4 



１．海洋ごみの概要 

日本海沖合で採集された、発泡スチロール片 5 

【分類】 
①一次的マイクロプラスチック （primary microplastics） 

・・・マイクロサイズで製造されたプラスチック。マイクロビー
ズ等。排水溝等を通じて自然環境中に流出 

（用途）洗顔料・歯磨き粉等のスクラブ材等に利用 

⇒微細なため、製品化された後の対策や自然環境中での
回収は困難。カナダ・米国の一部の州では使用規制を実
施。 

 微細なプラスチックごみ（５㎜以下）のこと。含有／吸着する化学物質が食物連鎖に取り込まれ、生態系
に及ぼす影響が懸念される。2015年G7首脳宣言においても、海洋ごみ（とりわけプラスチック）が世界的
な問題であることが確認された。 

②二次的マイクロプラスチック （secondary microplastics） 

・・・大きなサイズで製造されたプラスチックが、自然環境中
で破砕・細分化されて、マイクロサイズになる。 

⇒マイクロ化する前段階（大きなサイズ）での回収が対策とし
て有効。 

 発生抑制対策としては、普及啓発や廃棄物管理・リサイク
ルの推進等がある。 

マイクロプラスチックとは 

成分表示 

マイクロビーズ 
市販のスクラブ 
入り洗顔剤 



日本周辺海域における漂流ごみの目視観測、 

マイクロプラスチックの採集等を実施（H.26～） 

沿岸域・沖合域の漂流・海底ごみの調査 

全国の海岸で、ごみの量、密度、種類、 

言語標記、マイクロプラスチックの採集等を実施 

漂着ごみの調査 

日本から南極海までの南北を縦断し、マイクロプラスチックを含めた漂流ゴミの実態を把握 

（H.27年度～29年度；九州大学、東京海洋大学、東京農工大学、愛媛大学に委託） 

沿岸から大洋を漂流するマイクロプラスチックスの動態解明と環境リスク評価 

２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（全体像） 

南極海 

環境省では、海洋ゴミの実態把握のため、沿岸から沖合、遠洋域に渡って、 
シームレスな調査を実施。 
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黒潮 

赤道反流 

東オーストラリア海流 

南赤道 
海流 

親潮 

南極海流 

南極環流 

※調査箇所 

H.22～26は毎年度 7海岸、 

H.27～毎年度10海岸（予定） 

←東京海洋大学 海鷹丸 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（漂着ごみ調査結果（個数）） 

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域

長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

個数凡例

30,000個/50m

150,00個/50m

5,000個/50m

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

凡例
プラス
チック類

発泡スチ
ロール類

布類

ガラス＆
陶器類

金属類
紙＆ダン
ボール

ゴム類

木（木材
等）

灌木

流木

その他

86%

4%

3%
13%

11,403個/50m

77%

9%

5%

4%

19,907個/50m

76%

15%

31,964個/50m

90%

7%

47,248個/50m

88%

4%

14,601個/50m

64%
3%

26%

5,349個/50m

77%

4%

3%

4%

7%

11,889個/50m

漂着ごみ（人工物+自然物）個数の種類別割合 

• ５年間（H.22-26）の総計で、ごみの個数が最も多かったのは山口県下関市で、50ｍの海岸線に、 
  約47,000個漂着していた。 
• 種類別に見ると、７箇所全てでプラスチック類が最も多く、ごみ全体の約８～９割を占めていた。 
• 茨城県神栖市地域については、2011年度（東日本大震災及び台風の影響）の個数が全体の半分
を占めた。 

漂着ごみ（人工物＋自然物）の個数 
※５年間の合計：人工物の破片及び灌木は除く 



• ５年間（H.22-26）の調査で、全国7カ所に漂着したペットボトルを製造国で分別した。 
• 鹿児島県さつま市、兵庫県淡路市、茨城県神栖市など太平洋側では日本製のものが多かった。 

• 沖縄県石垣市、長崎県対馬市、山口県下関市、石川県羽咋市など東シナ海及び日本海側では中国・韓国
のものが多かった。 

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

4%

7%

82%

3% 4%

n=977個

82%

3% 12%

1% 2%

n=211個

16%

51%

28%

3% 2% n=914個

22%

55%

21%

1% 1%
n=1,110個

72%

8%

18%

1% 1%
n=117個

98%

2%
n=681個

凡例

日本

韓国

中国

台湾

ロシア

その他

個数（ｎ＝）では国別不明を除いた。
長崎県の不明の個数は、395個である。
山口県の不明の個数は、800個である。
石川県の不明の個数は、282個である。
鹿児島県の不明の個数は、83個である。
兵庫県の不明の個数は、268個である。
茨城県の不明の個数は、151個である。
沖縄県の不明の個数は、173個である。

34%

28%

33%

1%

3% 1% n=518個

ペットボトルの製造国別割合 
（5年間の合計） 

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

4%

7%

82%

3% 4%

n=977個

82%

3% 12%

1% 2%

n=211個

16%

51%

28%

3% 2% n=914個

22%

55%

21%

1% 1%
n=1,110個

72%

8%

18%

1% 1%
n=117個

98%

2%
n=681個

凡例

日本

韓国

中国

台湾

ロシア

その他

個数（ｎ＝）では国別不明を除いた。
長崎県の不明の個数は、395個である。
山口県の不明の個数は、800個である。
石川県の不明の個数は、282個である。
鹿児島県の不明の個数は、83個である。
兵庫県の不明の個数は、268個である。
茨城県の不明の個数は、151個である。
沖縄県の不明の個数は、173個である。

34%

28%

33%

1%

3% 1% n=518個

日本 

韓国 

中国 

台湾 

ロシア 

その他 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（漂着したペットボトルの製造国別割合） 



• ５年間（H.22-26）の調査で、 、全国7カ所に漂着したペットボトルのキャップ・フタを製造国で分別した。 

• 対馬暖流の上流の長崎県対馬市・山口県下関市、対馬暖流の中流の石川県羽咋市では、韓国製・中国製
の割合が高かった。 

• 黒潮の上流にあたる沖縄県石垣市では、中国製の割合が最も高かった。 
• ペットボトルと異なり、鹿児島県南さつま市では、日本製よりも中国製のものが多かった。 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（ペットボトルのキャップ・フタ製造国別割合） 

キャップ・フタ 

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

85%

6%
9%

n=33個

25%

33%

41%

1% n=98個

100%

n=92個

26%

40%

34%

n=693個

6%

59%

35%

n=143個

34%

3%

57%

3% 3% n=30個

5%

3%

87%

4%
1% n=109個 個数（ｎ＝）では国別不明を除いた。

長崎県の不明の個数は、390個である。
山口県の不明の個数は、1,605個である。
石川県の不明の個数は、284個である。
鹿児島県の不明の個数は、64個である。
兵庫県の不明の個数は、104個である。
茨城県の不明の個数は、63個である。
沖縄県の不明の個数は、108個である。

凡例

日本

韓国

中国

台湾

その他キャップ・フタ（H.26） 

茨城県神栖市地域

石川県羽咋市地域

兵庫県淡路市地域

山口県下関市地域長崎県対馬市地域

沖縄県石垣市地域

鹿児島県南さつま市地域

85%

6%
9%

n=33個

25%

33%

41%

1% n=98個

100%

n=92個

26%

40%

34%

n=693個

6%

59%

35%

n=143個

34%

3%

57%

3% 3% n=30個

5%

3%

87%

4%
1% n=109個 個数（ｎ＝）では国別不明を除いた。

長崎県の不明の個数は、390個である。
山口県の不明の個数は、1,605個である。
石川県の不明の個数は、284個である。
鹿児島県の不明の個数は、64個である。
兵庫県の不明の個数は、104個である。
茨城県の不明の個数は、63個である。
沖縄県の不明の個数は、108個である。

凡例

日本

韓国

中国

台湾

その他



 環境省は、地方公共団体、民間団体等を通じ、H25年度における全国の漂着ごみの回収量を集計した。その
結果、平成25年度に全国で回収された漂着ごみは約4.5万ｔ であった。 

 また、地域環境保全対策費補助金による漂着ごみの回収データから、全国の漂着ごみの量を推計した。その
結果、全国の漂着ごみの量は31～58万ｔ と推計された。 

 
 
 
 
 

約4.5万ｔ 

海岸漂着物地域対策推進事業の結果から 

算出された漂着ごみの密度分布 
全国の漂着ごみの回収量 
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漂着ごみ全国総量推計 

31～58万ｔ 

山口県下関市 長崎県対馬市 

２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（漂着ごみ回収量及び総量の推計結果） 



漂流ごみ密度の分布（H.26） 
（ポリ袋、発泡スチロール、その他プラスチック） 
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データ記録＆解析 

船からの目視観測 
（ライントランセクト法） 

調査項目 

• 種類  
  (漁具、ポリ袋など16種) 

• 大きさ 

• 色 

• 距離 

記録されたデータより、
漂流ごみの密度を解析 

２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（漂流ごみの目視調査） 

現場では、タブレットPC

を用いてデータを記録 

M.L. TAB  

結果 手法 



日本周辺の 

マイクロプラスチックの分布（H.26） 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（マイクロプラスチックの調査） 

ネットによる採取 

網口 : 75cm * 75cm 

                        (0.56 m2) 

網目   : 350 ㎛ 

ネットの長さ  : 300cm 

曳航速度 :  2 – 3 knots 

曳航時間 : 20 min. 
（フローメータを装着） 

採集されたマイクロプラスチック 顕微鏡による計測 

マイクロプラスチックの個数計測: 0.3mm ～ 5.0 mm 

手法 結果 
マイクロプラスチック･･･5mm以下のプラスチック片 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（マイクロプラスチックの調査） 

最新結果 

東アジア 
（日本周辺海域） 

北太平洋 

世界の海 

瀬戸内海 

 環境省の海洋ごみの実態把
握調査（マイクロプラスチックの
調査）によると、今回調査した 

日本周辺海域（東アジア）では、 

 

• 北太平洋の16倍 

• 世界の海の27倍 

 

のマイクロプラスチック（個数） 

が存在した。今回調査した日本
周辺海域はマイクロプラスチック
のホットスポットであると言える。 

 Isobe et al  (2015) 

海域別１㎢辺りに存在する 
マイクロプラスチックの個数 

個/㎢ 



２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（瀬戸内海海底ごみ調査密度（重量）） 

和歌山
県 

大阪
府 

兵庫
県 

福岡
県 

大分
県 

愛媛
県 

山口
県 

広島
県 

岡山
県 

香川
県 

徳島
県 

0 
1
0 

2
0 

3
0 

4
0 

5
0 

100km 

80kg /k㎡ 以上 

30kg /k㎡ 以上～ 
80kg /k㎡未満 
 
30kg /k㎡未満 

海底ごみ組成 

金属類等の多い海域 
（重量ベースで組成比 50%以上） 

潮流 

強 1.0 knot以上 
中 0.5 ～ 1.0 knot 未満 
弱 0.5 knot 未満 

強 

強 

強 

強 

強 

強 

弱 

弱 

弱 

弱 

弱 

弱 

弱 

弱 

中 

中 

中 

中 
弱 

弱～中 弱～中 

弱～中 

中～強 

中～強 

中～強 

中～強 

紀ノ
川 

大和川 

淀川 加古川 

揖保川 

吉井川 

旭川 高梁川 

芦田川 

太田川 

錦川 
佐波川 

山国川 

大分川 

大野川 

肱川 

重信川 

吉野川 

那賀川 

小瀬川 

海底ごみ密度（重量） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

※１ 

※２ 

出典：平成26年度沿岸海域における漂流・海底ごみ実態調査委託業務 
注）※１及び※２は「平成25年度漂流・海底ごみ実態調査委託業務」のデータ 
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２．環境省の海洋ごみの実態把握調査（東京湾海底ごみ調査密度（重量）） 
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80kg /k㎡ 以上 

30kg /k㎡ 以上～ 
80kg /k㎡未満 
 
30kg /k㎡未満 

海底ごみ密度（重量） 

天羽漁協 

横浜市漁協 

横須賀市東部漁協 



0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 

第29条 政府は、海岸漂着物対策を推進するために必要な財政上の措置を講じなければならない。 

環境省 

事業 
計画 

事業実績 
報告 

回収・処理事業など 

漂流・漂着ごみの及ぼす 

様々な影響 

国内外を問わず様々な地域から 

ごみが続々と漂着 

漂着地のみの努力では 

解決困難 

海岸漂着物処理推進法が議員立法により成立（平成21年7月） 対策 

３．地方公共団体への財政的支援 

都道府県 市町村など 

年度 平成21 平成22 平成23 平成24 平成25 平成26 

予算 
（百万円） 

5,960 9,988 

事業費 
（百万円） 

240 1,548 3,204 601 3,294 4,985 

回収・処理量 
（ｔ） 

11,760  17,584 43,058 6,617 34,610  43,259 

海岸漂着物地域対策推進事業による
回収・処理量 

（ｔ） 

補助金のスキーム 

  

16 

 海岸漂着物地域対策推進事業（ 7年間 で 約190億円） 
 

  ◎ 平成21～24年度:地域グリーンニューディール基金 
  （平成21年度補正：約60億円） 
 

  ◎ 平成25～26年度:地域環境保全対策費補助金 
  （平成24年度補正：約100億円） 
 

 ◎ 平成27年度:地域環境保全対策費補助金 
  （平成26年度補正：25億円、平成27年度当初：3.5億円） 
  （漂流・海底ごみの回収・処理をメニューに追加） 

  補助金 

  補助金 



H.26年度海岸漂着物地域対策推進事業の 
回収・処理事業の実績について 

回収物の内訳（容量割合） 
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３．地方公共団体への財政的支援 

※不明を除く 

全国（25自治体分） 

13 % 

87 % 

36 % 

64 % 

人工物 

自然物 

東京・千葉・神奈川 



H.26年度海岸漂着物地域対策推進事業の 
回収・処理事業の実績について 

清掃回数の割合 
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３．地方公共団体への財政的支援 

38% 

62% 

東京・千葉・神奈川 

その他 

※全国でおよそ8,000回 



●日本、韓国、中国、ロシアによる海洋環境保全を目的とした行動計画 

● 2007年～現在 ：地域行動計画（ＲＡＰＭＡＬＩ） 
  ・ 各国政府による海洋ごみに関する情報共有、ワークショップの開催 

  ・ 海岸清掃キャンペーンの実施 

● 平成27年４月の第17回日中韓三カ国環境大臣会合(TEMM17)では、 
 ５ヶ年の共同行動計画において、海洋ごみに関するワークショップを開 
 催し、データの共有、各国の政策や経験に関する情報を交換すること 
 が合意された。平成27年9月には、初のワークショップが中国にて、 
 NOWPAPと共同開催された。 

＜北西太平洋地域海行動計画（NOWPAP）における取組＞ 

＜日中韓三カ国環境大臣会合(TEMM) における取組＞ 

＜2015年Ｇ７・エルマウサミット首脳宣言＞ 

● 平成27年６月に行われたＧ７・エルマウサミットで合意された首脳宣言において、海洋ごみが 

 世界的な問題であることが認識された。 
 

● 今後はＧ７各国が首脳宣言に基づき、４つの優先分野である、①海洋ごみの回収・処理活動、 
 ②陸域に由来する海洋ごみの発生源対策、③海域に由来する海洋ごみの発生源対策、及び 
 ④教育・研究・普及啓発活動に取り組んで行くこととなった。 

４．海洋ごみに関する国際協力の推進 
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2015 Joint TEMM-NOWPAP 

Workshop and ICC  

＠Yantai（煙台）, China 



International Pellet Watch 
インターナショナル・ペレットウォッチ（IPW）を用いた 

世界規模の残留性有機汚染物質(POPs)調査 
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レジンペレット とは？ 

• レジンペレットはプラスチックの原料
で、環境中に流出しており、世界中
の海岸に漂着している 

• レジンペレットには、海洋中のPOPs
（PCB等）を吸着する性質があるた

め、解析した結果は、海洋汚染の状
況を表したものとなる 

• 誰でも海岸で拾える。 
• 海水よりも輸送し易い 
  （封筒で送れる）。 

インターナショナル・ペレットウォッチ 
（International Pellet Watch ）とは？ 

• 世界各地の協力者（ボランティア）から送
付されてきたレジンペレットを解析して、世
界中のPOPsを調査 

• 東京農工大学の高田教授が考案し、
2005年から続く、全地球規模環境モニタリ
ング活動で国連もサポートしている。 

• 誰でも参加可能 

Air Mail 

４．海洋ごみに関する国際協力の推進 （東京農工大学高田教授による取組） 



インターナショナル・ペレットウォッチによって 

世界中から送られて来たレジンペレット 
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• 海岸で一箇所当たり、100個以上のレジンペレットを採集して下さい。 

  （砂浜で潮が一番満ちた辺りに、他のゴミに混じって見つかること 

   が多いです。） 
• 石けんで洗った手か、金属製のピンセットを用いて拾って下さい。 

• より黄色いペレット（左図）が分析には好ましいです。 

• 採集したペレットはアルミニウムか紙で包んで下さい。 

• 分析結果に影響を与えますので、ポリ袋では包まないで下さい。 

インターナショナルペレットウォッチ（ＩＰＷ）の流れ（参加方法） 
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〒183-8509 東京都府中市幸町3-5-8 

東京農工大学 農学部 環境資源科学科 高田教授 宛 

採集 

送付 • 採集したペレットを封筒に入れて、下記住所までお送り下さい。 

• 拾った場所が分かる地図（又は緯度経度）、採集した方のお名前、
結果をお送りするEメールアドレスを一緒に入れて下さい。 

分析 • いただいたペレットは、東京農工大学高田研究室で分析します。 

結果 
• 解析結果は、皆様にEメールでお送りします。また、以下のURLで
公開いたします。 

• この取組が広がることは、海洋中のプラスチックごみ問題の解決に
つながります。是非ご協力を御願いします。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

結果公開URL  http://www.pelletwatch.org/ 



インターナショナルペレットウォッチ（ＩＰＷ）結果（PCBs 世界） 

漂着ペレット１ｇ辺りに含まれるPCBsの量 (ng/g-pellet) 
23 
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鵠沼海岸 金沢八景 

お台場 

木更津 

169

大阪湾 

兵庫県 
淡路市地域 

5.4

平成26年度漂着ごみ対策総合検討業務報告書から抜粋 
（PCBs 日本） 

凡例 文献調査 
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環境省調査 
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ありがとうございました。 
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